




 

 



１ 東京女子医科大学の建学の精神、大学の理念 
 
 

I．建学の精神 

東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として設立され

た。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制大学設立に際し、

東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高い知識・技能と病者を癒す

心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社会に貢献する女性を輩出することで

あった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性

医人を育成する。」と記されている。 

建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護学部が新

設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命は、最良の医療を

実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看護学研究者を育成する教育

を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では社会に貢献する女性の医療人を育成

する。 

 

II．大学の理念 
東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至誠と愛」

である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二つの文字のなかに言

い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘であり、「きわめて誠実であるこ

と」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場において求められる。大学およびそこに学び

働くものは本学の理念である「至誠と愛」に従って活動しなくてはならない。 

 

III．沿革 

明治 33年（1900 年）12月 5日、吉岡彌生がその配偶者荒太と協力して「女医の養成と婦人の

地位の向上」を目的とし、東京女医学校を設立したのが本学の創始である。それはこの国で女性

が医師になる道が完全に閉ざされようとした年であり、吉岡弥生 29 歳の時であった。世に先駆け

た建学の精神は看護者の育成にも受け継がれている。 

 

⚫ 明治33 年(1900) 東京女医学校 創立 

⚫ 明治45 年(1912) 財団法人東京女子医学専門学校 設立 

⚫ 昭和 5 年(1930) 付属産婆看護婦養成所 開設（昭和 22 年廃止） 

⚫ 昭和19 年(1944) 東京女子厚生専門学校（保健婦養成）開校（昭和 26 年閉校） 

⚫ 昭和22 年(1947) 財団法人東京女子医科大学 予科認可 

⚫ 昭和25 年(1950) 医学部 開設 

⚫ 昭和26 年(1951) 学校法人東京女子医科大学 認可 

  附属看護学院（乙種看護婦養成）開設 

⚫ 昭和28 年(1953) 附属看護学院を准看護学院と改称（昭和 48 年廃止） 

⚫ 昭和33 年(1958) 大学院医学研究科 開設 

⚫ 昭和40 年(1965) 附属高等看護学校 開校 

⚫ 昭和44 年(1969) 看護短期大学 開校（平成 13 年閉校） 

⚫ 昭和47 年(1972) 附属第二高等看護学校 開校 

⚫ 昭和50 年(1975) 看護短期大学専攻科（助産婦養成）開設（平成 13 年閉校） 

⚫ 昭和52 年(1977) 附属高等看護学校を附属看護専門学校に改称（平成 2 年閉校） 

  附属第二高等看護学校を附属第二看護専門学校に改称 

⚫ 平成 7 年(1995) 附属第二看護専門学校を看護専門学校に改称 

⚫ 平成10 年(1998) 看護学部 開設 

⚫ 平成14 年(2002) 大学院看護学研究科（博士前期課程）開設 

⚫ 平成16 年(2004) 大学院看護学研究科（博士後期課程）開設 

   看護学部認定看護師教育センター 開設（令和 2 年閉講） 
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事項 日程 事項 日程 事項 日程

入学式
4月 4日
(土)

入学式
4月 4日
(土)

学位申請書提出（1回目）
6月15日
(月)まで

オリエンテーション(１年次のみ）
＊大学院科目等履修生、博士後期課程合同

4月 4日
(土)入学式
後

オリエンテーション(１年次の
み）＊大学院科目等履修生、博士
前期課程合同

4月 4日
(土)入学式
後

資格審査と論文の受理ならびに
審査委員会の構成委員の決定
（1回目）

7月3日(金)

前期授業開始
4月 6日
(月)

前期授業開始
4月 6日
(月)

審査委員会による論文審査と最
終試験日（1回目）

～8月14日
(金)までに
実施

履修願/届提出
4月14日
(火)13時ま
で

履修願/届提出
4月14日
(火)13時ま
で

学位論文主査による最終試験結
果提出日（1回目）

8月19日
(水)

特別研究計画書の提出（修士論文コース）2
年次

4月22日
(水)13時ま
で

研究計画書の提出(1回目)
4月20日
(月)13時ま
で

研究科委員会による学位授与の
可否決定（1回目）

9月4日(金)

特別研究計画書の発表用の書類提出（修士
論文コース/実践看護コース※）2年次
※人を対象とした研究を計画する者

5月 7日
(木)13時ま
で

研究計画書(1回目)審査委員の決
定

5月8日
（金）

学生への学位授与の可否通知
（1回目）

9月7日(月)

特別研究計画書の発表会（修士論文コース/
実践看護コース※）2年次
※人を対象とした研究を計画する者

5月13日
(水)

研究計画書発表会(公開審査)およ
び研究計画書審査(1回目提出者)

5月22日
(金)までに
実施

発表会(1回目） 10月予定

課題研究テーマの提出（最終締切日）(注
１)（実践看護コース）2年次

6月15日
(月)13時ま
で

研究計画書の審査（1回目）の結
果

6月 5日
(金)以降

学位記授与（1回目） 10月予定

大学院博士前期・後期課程入学試験（第１
期）

8月3日(月)
大学院博士前期・後期課程入学試
験（第１期）

8月3日(月) 学位申請書提出日(2回目）
1月22日
(金)13時ま
で

履修内容変更期間（後期開講科目のみ）
9月18日
(金)13時ま
で

研究計画書の提出(2回目)
8月20日
（木）

資格審査と論文の受理ならびに
審査委員会の構成委員の決定(2
回目）

2月 5日
(金)

前期授業終了
9月30日
(水)

研究計画書(2回目)審査委員の決
定

9月 4日
（金）

審査委員会による論文審査と最
終試験日（2回目）

2月19日
(金)までに
実施

後期授業開始
10月 1日
(木)

研究計画書発表会(公開審査)およ
び研究計画書審査(2回目提出者)

9月18日
(金)までに
実施

学位論文主査による最終試験結
果提出日（2回目）

3月 1日
(月)

研究計画発表会（実践看護コース/修士論文
コース）1年次※
【※人を対象とした研究を計画する者】
研究計画発表後、研究計画審査に諮る
研究計画審査後、研究科委員会に諮り、大
学倫理審査委員会へ申請する

12月～1月
履修内容変更期間（後期開講科目
のみ）

9月18日
(金)13時ま
で

研究科委員会による学位授与の
可否決定（2回目）

3月 5日
(金)

大学院博士前期・後期課程入学試験（第２
期）

1月13日
（水)

前期授業終了
9月30日
(水)

学生への学位授与の可否通知
（2回目）

3月 8日
(月)

学位申請書(修士論文、課題研究論文）提出
1月22日
(金)13時ま
で

後期授業開始
10月 1日
(木)

発表会(2回目・博士学位論文
（甲）の発表会と同様）

3月16日
(火)

学位審査 審査委員会の構成委員の決定
2月 5日
(金)

研究計画書の審査（2回目）の結
果

10月2日
(金)以降

学位記授与（2回目）
3月下旬予
定

論文審査と最終試験日（実践看護コース/修
士論文コース）

2月17日
(水)

研究計画書の提出(3回目)
11月20日
(金)

再審査論文提出締切日
2月24日
(水)

研究計画書(3回目)審査委員の決
定

12月 4日
(金)

主査による最終審査結果提出日
3月 1日
(月)

研究計画書発表会(公開審査)およ
び研究計画書審査(3回目提出者)

12月18日
(金)までに
実施

研究科委員会による学位授与の可否判定
3月 5日
(金)

研究計画書の審査（3回目）の結
果

1月 8日
(金)以降

学生への学位授与の可否通知
3月 8日
(月)

大学院博士前期・後期課程入学試
験（第２期）

1月13日
(水)

研究発表会(修士論文コース／実践看護コー
ス)

3月16日
(火)

学位申請書（博士学位論文）提出
日

1月22日
(金)13時ま
で

学位授与式－修了式
3月23日
(火）14時

審査委員の決定（博士学位論文）
2月 5日
(金)

審査委員会による論文審査と最終
試験日

2月12日(金)～19
日(金)の期間中
に実施

学位論文主査による最終試験結果
提出日

3月 1日
(月)

研究科委員会による学位授与の可
否決定

3月 5日
(金)

学生への学位授与の可否通知
3月 8日
(月)

博士学位論文の発表会
3月16日
(火)

学位授与式－修了式
3月23日
(火）14時

２　2026年度 看護学研究科 学事暦

博士前期課程 博士後期課程（甲） 博士後期課程（乙）

（注１）課題研究テーマについては、2026年4月1日（水）以降随時提出可能とし、提出後直近の研究科委員会（定例）にて課題研究テーマの報告
を行うこととする。
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博士前期課程（修士）  
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３ 東京女子医科大学大学院看護学研究科博士前期課程の教育理念 

 

Ⅰ．設置の趣旨 

わが国の医学・医療は、臓器移植法の実施を迎え、ますます高度化・煩雑化へと急速な変

化をとげている。また、高齢・少子化の進展や生活習慣病を中心とした疾病構造の変化に伴

い、医療の社会経済的情勢の変化をきたしている。これにより医療制度および医療法の改正

がなされ、医療をとりまく新たな環境に応じた医療サービス提供体制の整備が行われてきた。

このような現状において、多様な人々の健康の保持増進に向けて、保健・医療・看護・福祉

に関連したチーム医療を推進できる質の高い人材がますます必要になっている。また、国際

的視野に立ち、看護学の立場から主体的、協調的に他職種の専門家と協働して社会のニーズ

に対応できる実践能力を有する人材が求められる。 

東京女子医科大学は、社会の保健・医療・看護・福祉に対する人々の多様なニーズを認識

し、看護の立場から、これらのニーズに対応できる高度な実践能力、豊かな学識および人間

性を備え、人々のQOLを高めるように社会を変革する能力を有する人材を育成するために、

さらに看護学の独自な学問の発展のために看護学研究科博士前期課程を設置した。 

 

Ⅱ．教育研究上の理念・目的 

本学大学院看護学研究科博士前期課程看護学専攻（以下本大学院）は、看護基礎科学（食

看護学・基礎看護学）、看護管理学、看護職生涯発達学、実践看護学Ⅰ（クリティカルケア看

護学・がん看護学）、実践看護学Ⅱ（ウーマンズヘルス）、実践看護学Ⅲ（老年看護学・エンド

オブライフケア学）、実践看護学Ⅳ（精神看護学）、実践看護学Ⅴ（地域看護学）、実践看護学

Ⅵ（小児看護学）の看護実践に即した研究を中心に、看護実践・教育・行政における指導者

を育成する。ついで高度医療を専門とする附属病院を有する最良の条件を有効に生かし、多

様な状況の中でも本学の創立者の至誠と愛の精神を貫き、常に対象者の立場を理解して包括

的、かつ高度な看護を実践できる専門職業人の育成を目指している。 

また、質の高い高度な看護実践を可能にする研究者の育成、現場の変革者としての高度実

践看護師の育成、国際的な視野に立って研究する人材の育成、学生の個別のニーズへの対応

を教育の理念としている。 

さらに、２１世紀の情報化社会において、国際的感覚を有し、あらゆる人々の健康に関す

るニーズを視野に入れ、人間性を高め、科学的思考および高度な看護技術を提言できる看護

研究者の育成をも併せ目的とする。 

教育目的 

本大学院は、建学の精神にのっとり、看護学に関する学術の理論及び応用学を研究し、そ

の深奥を究めて、文化の進展に寄与するとともに社会に貢献すべき有為の人材を育成する。 

修了後の資格 

・所定の授業科目を履修し必要な単位を取得したものについては、修了したことを認定し、修

士（看護学）の学位が授与される。 

・修士論文コース修得者においては看護学および看護実践に関する各自の関心と問題意識につ

いて科学的手法を用いて新しい知見をもたらした学位論文に対して修士の学位が授与される。 

・実践看護コースの修得者注）においては、専門分野の基礎的知識ならびに実践力を有し、課題

を探究し論理的思考をもって記述された課題研究論文に対して修士の学位が授与される。ま

た、所定の単位を取得した者に対しては、専門看護師の認定を受ける資格が与えられる。 

  注）クリティカルケア看護学、老年看護学、精神看護学、小児看護学 

・実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）の学生で所定の助産選択科目を履修し、必要な単位

を取得したものについては、助産師国家試験受験資格が与えられる。 
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４ 看護学研究科博士前期課程 3つのポリシー 
 

看護学研究科博士前期課程では、教育・研究上の理念の達成のため、以下のポリシーを定めてい

る。 

【アドミッション・ポリシー】 

社会の保健・医療・看護・福祉に対する人々の多様なニーズを認識し、これらのニーズに対応

できる高度な看護実践能力、地域社会および国際社会のあらゆる健康レベルの人々の QOL を高め

られるように社会を変革する能力を有する人々の育成を目指しています。入学者は性・年齢を問

わず、また仕事をもつ社会人も受け入れています。 

 

博士前期課程で求める入学者像。 

1. 看護学および看護実践への強い関心と問題意識を有している人 

2. 専門分野の基礎的知識ならびに実践力を有し、課題探究力、論理的思考を有している人 

3. 看護専門職として看護実践・看護学の発展に貢献する意欲を有している人 

4. 豊かな感性と人間関係をはぐくむ力を有し、他者と協調しながら主体的に行動できる人 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

本学看護学研究科博士前期課程においては、看護の発展に貢献する研究を中心に、看護実践・

教育・行政における指導者の育成および人々の健康生活に貢献しうる包括的、かつ高度な看護実

践ができる看護専門職の育成をめざします。 

博士前期課程では修士論文コースと実践看護コースの教育課程を設けております。 

修士論文コースは、看護基礎科学分野、看護管理学分野、看護職生涯発達学分野と実践看護学

分野Ⅰ～Ⅵの専攻分野から編成しています。学際的な立場から広く看護学を学ぶ基盤科目、専門

領域における看護をさらに深める主分野専門科目の履修、および自己の研究課題を探究し修士論

文を作成することができます。 

実践看護コースには、基盤科目に加えて、高度実践看護師を目指す学生のために、日本看護系

大学協議会に認定された高度実践看護師教育課程である専門看護師教育課程（38単位）およびナ

ースプラクティショナー教育課程（46単位）を履修することができます。 

また、ウーマンズヘルス領域では助産師国家試験の受験資格に必要な科目（31単位）を含む 61

単位以上の科目を履修することを課しております。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

本学博士前期課程では所定の単位を修め、修士論文または課題研究論文を提出し、最終試験に

おいて以下の能力が認められたものに、修士(看護学)の学位が授与されます。 

  

1.修士論文コースでは、看護の専門領域に関して、質の高い高度な看護実践を開発する研究能力

を有する。 

2.実践看護コースでは、実践看護分野において、専門的で高度な看護実践能力および指導力を有

する。 

3.修士論文コース、実践看護コース、ともに保健医療・看護の場における課題に関して主体的に

取り組み、科学的・論理的な分析に基づき検討・提言する能力を有する。 
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５．教育課程 

1）教育課程の構造（博士前期課程） 

看護学研究科 看護学専攻 

 

  

                                

                  

 

 

 

 

 

教
育
研
究
分
野 

（
専
攻
分
野
） 

分
野 

看護 

基礎科学 

看護 

管理学 

看護職 

生涯発達学 

実践 

看護学 

Ⅰ 

実践 

看護学

Ⅱ 

実践 

看護学 

Ⅲ 

実践 

看護学

Ⅳ 

実践 

看護学

Ⅴ 

実践 

看護学

Ⅵ 

領
域 

食看護

学・ 

基礎看護

学 

看護 

管理学 

看護職生涯

発達学 

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ看護

学☆・ 

がん看護

学 

ウーマン

ズヘルス 

★ 

老年看護

学☆・

エンドオブライフケア

学● 

精神看護

学☆ 

地域看護

学 

小児看

護学☆ 

★助産師国家試験受験資格取得希望者のための選択必修科目を設置 

☆日本看護系大学協議会高度実践看護師教育課程の専門看護師教育課程修了のための自由選択科目を設置 

●日本看護系大学協議会高度実践看護師教育課程のナースプラクティショナー教育課程修了のための自由選択科目を設置 

 

 

 

基
盤
科
目 

共通必修科目（４） 看護理論（２） 看護研究（２） 

共通選択科目 

修士論文コ－スは６単位以上 

実践看護コ－スは４単位以上 
（但し、４単位は＊印の科目から選択する。） 

実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズ 

ヘルス）実践看護コースは 

６単位以上 

＊看護教育論（２)＊看護政策論（２）＊コンサルテ－ション論（２） 

＊看護倫理(２)＊看護管理論(２) 家族論(２) 社会学(２) 

人間学(２) 保健統計学(２) 臨床心理学(２) 

研究方法（生体・生理学的研究、臨床医学的研究各２）（２） 

先端医療（２）国際コミュニケーション英語演習（２） 

自由選択科目（６）☆ 病態生理学（２）フィジカルアセスメント（２）臨床薬理学（２）  

                                  （ ）内の数字は単位を表す 

 修士論文コ－ス 修得単位 ３０単位以上 

 実践看護コ－ス 修得単位 ３０単位以上 

 修士論文コ－ス：教育研究分野（専攻分野）の修得単位は、専攻主分野選択必修科目を12単位以上履修する。 

 実践看護コ－ス：教育研究分野（専攻分野）の修得単位は、専攻主分野選択必修科目を14単位（但し、うち２単位は他

の専攻分野でも特論に限り選択可）履修する。但し、実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）の学生は、

専攻主分野選択必修科目を１２単位以上履修する。 

なお、実践看護学Ⅰ～Ⅵ分野（ただし、実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）を除く）の学生で、日

本看護系大学協議会高度実践看護師教育課程における専門看護師教育課程修了を希望する者は、上記に

加え、基盤科目自由選択科目を６単位以上、専攻主分野自由選択科目を２単位以上、実習（自由選択科

目）を４単位以上履修する。 

また、実践看護学分野Ⅱ（ウーマンズヘルス）の学生で助産師国家試験受験資格取得を希望する者は助

産師国家試験受験資格希望者のための選択必修科目 31単位をすべて履修する。 

実践看護学Ⅲ（エンドオブライフケア学）の学生で日本看護系大学協議会高度実践看護師教育課程にお

けるナースプラクティショナー教育課程修了を希望する者は、上記に加え、専攻分野共通科目を 10単

位以上、専攻分野自由選択科目を14単位以上、実習（自由選択科目含む）10単位以上履修する。 

看護学特別研究 ８単位 
課 題 研 究 ２単位 

実 習10（+自由選択４☆●）単位  

修
士
論
文
コ
ー
ス 

 
 

  

実
践
看
護
コ
ー
ス 
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↓

↓

 人を対象とする  文献・資料等を
 研究　　　　　  対象とする研究

↓

↓

↓

６月：研究科委員会で研究計画書の審査を

　　 行う

↓

↓

　 １月下旬　 研究論文、論文要旨、学位論文審査願の提出

↓

２月中旬　 主査及び副査による研究論文審査及び最終試験

↓

３月初旬　 研究科委員会による学位授与の可否決定

↓

　　　　　　　　　　　　　　　３月中旬　 修士論文・課題研究・看護実践　発表会

↓

　　　　　　　　　　　　　　　３月下旬　 博士前期課程　修了・学位記授与

２年次５月：特別研究計画書を提出する

５月：特別研究計画書の発表会を行う

２年次５月：研究テーマを提出する

研究の実施

12月～1月：研究計画発表会
その後、研究計画審査に諮る
研究計画審査後、研究科委員会に諮り、大
学倫理審査委員会へ申請する

全学生は、研究倫
理の講義（１コ
マ）とAPRINeラー
ニングを受講し、
入学年度の１２月
末までに学務課ま
で、履修の修了書
を提出する。

　3）入学から修了までのプロセス

指導教員のもとに研究をすすめ、修士論文・課題研究テーマを確定する

１年次：履修指導：指導教員の指導のもとに履修科目を選択し履修する

入学

入学時オリエンテーション　　　　　　
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11 11 ủ ủ

β⌐≈™≡│⁸ и ☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ► ─ ≢ ╩ ∆╢ │∆═≡ ∆╢↓
≤⁹

Ἒ⌐≈™≡│⁸ з м √∞⇔⁸ и ☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ► ╩ ↄ ─ ≢
╩ ∆╢ │ ⌂╠┘⌐ ─ ╩∆═≡ ∆

╢↓≤⁹

м

β
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5  
     ─  

 
 

 

 ─ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ≤ ⌐≈™≡ ┬≤≤

╙⌐⁸ ≤ ≤─ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌂╠┘⌐ ⇔

√ ─√╘─ ╩ ℮⁹ 

  ╛ ─ ⌂≥⁸ ─ ╩│⅛╢√╘⌐ ⌂ ─

⌐≈™≡ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╛ ⱪ

꜡☿☻⁸ ─ ┼─ ⌐≈™≡ ┬⁹ 

 

 

 ⌐⅔↑╢ ─ ≤⌂╢ ⅎ ╛ ╩ ⇔√ ≢⁸ ⌂

≤ ⅜ ↄ ─ ╩ ∆╢√╘─▪ⱪ꜡כ♅╩ ⇔⁸

≤⇔≡⁸ ≢─ ⁸ ⅔╟┘

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

⌐ ╦╢ ≤⇔≡─ ─ ╩ ⇔⁸

≤⇔≡─ ╩ ℮⁹ 

  ╩ ∆╢≤│≥℮™℮↓≤⅛╩ ─ ╛

ה ה ה = ─ ─

⅛╠ ─ ⌐ ∆╢ ≤ ╩ ⇔⁸ ─ ה

╩ ╘╢⁹∕╣⌐╟╡⁸ ≤⇔≡ ╩ ⇔≡ ⌐ ┘ ↑╢√

╘─ ₁⌂ ╩ ∆╢⁹ 

  ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ╛ ה ╩╣⧵⁸⌐╙≥≥☼כ♬

ⅎ≡⅝√ ─ ה ╩ ⇔⁸ ₁≤ ╦╡╝ↄ ⌐⅔™≡

⅜ √∆═⅝ ╛ ⁸ ⅜≈ↄ╡√™ ╛ ─ ╩

╗ ⌐≈™≡ ⅎ⁸ ∆╢⁹ 

 ◖fi◘ꜟ♥כ◦ꜛfi  ⌐⅔↑╢◖fi◘ꜟ♥ ◦ꜛfi─ ╩ ⇔⁸ ─ ─└≤

≈≢№╢◖fi◘ꜟ♥כ◦ꜛfi─ ≤ ╩ ∆╢⁹ 

ה   ה ─ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐

╦╢ ₁─ ─ ╩ ℮ ⌐ ╦╢ ≤ ⇔≡

≤⇔≡ ⌐≈⌂⅜╢ ⌐≈™≡ ╩ ╘╢⁹ 

  ⌐≤∫≡₈ ₉≤│⁸ ─ ╩ ╢ ⌂ ≢№╢≤≤╙

⌐⁸ ∕─╙─⅜ ─ ≤⌂╡℮╢≤™℮ ─ ╩ ∫≡™╕∆⁹╕

√⁸ ╩ ╗ ≡─ ₁⅜⁸ №╢™│ ⌐ ⇔√

─⌂⅛≢⁸ ⁸╡╕≈⁹∆╕∑↕♩כ♃☻╩ ╙⅜⁸₈ ₉─ ≢№╢

≤ ⅎ╕∆⁹↓─ ≢│⁸ ─ ⌐ ⌐≤╠╦╣╢↓≤⌂ↄ⁸₈ ₉

⅔╟┘₈ ₉╩ ∆╢√╘─⁸↕╕↨╕⌂ ╩ ∆╢⁹ 

  ─ ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐♥כⱴ╩ ╢⁹ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ▪

ⱪ꜡כ♅─ ≤ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸◖Ⱶꜙ♬◔ ◦ꜛfi╩ ╡ ⌐⇔≡

─ ≢─ ╛ ה ⌐≈™≡╙ ⅎ≡ ↄ⁹ 

ה   ה ⅜⁸ⱱꜞ☻♥▫♇◒⌂ ≢ ⌂ ╩

∆╢╟℮⌐⌂╡⁸ ╩╘←╢ ⁸∆⌂╦∟ ≤│ ⅛⁸ │≥─

╟℮⌐ ↕╣╢═⅝⅛⁸ ─ ⅎ╢ ≤│ ⅛⁸ ╠⇔™ ─№╡

≤│ ⅛⁸ ≤ ╩╘←╢ ┼─ ⇔™ ⅎ│№╢─⅛ ⁸ ⌂ ™⌐

╘≡ ╡ ╗₈ ₉─ ╖⅜ ↕╣≡™╢⁹↓─ ≢│⁸₈♫ꜝ♥▫

flה▪ⱪ꜡₉♅כ⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

  ─ ≤⇔≡ ╩ ⅜♃כ♦⌐ ↕╣╢↓≤⅜ ↄ⌂╡ כ♦

♃ ╩ ╘≡™ↄ ≢ │ ⅛∆↓≤⅜≢⅝⌂™╙─≤⌂∫≡™╢⁹

≢│ ≤│™⅛⌂╢╙─⅛╩ ╩♃כ♦─ ⇔≡™ↄ ≢ ⇔≡

╙╠℮⁹ ⌐│ ╕≢⌐ ↕╣√ ≈⅛─ ╩♃כ♦─ ™≡

⌐ ╩ ╘≡™⅝ ─ ╕≢ ╖ ╖⌂⅜╠ ─ ╩ ⇔

≡╙╠℮⁹╕√ ♃כ♦⌂ ─ ♁ⱨ♩─ ™ ╙ ⇔≡╙╠℮⁹

⌐ √∫≡ ♃כ♦╢╟⌐ ╩∆╢─≢№╣┌ ⌂

≤⌂╢⁹⌂⅔ ≢│ Ɽכ♁♫ꜞ♥▫ ⌐ ∆╢ ☻♩꜠☻⌐ ∆

╢ ≢ ⌐ ╩♃כ♦√╣╠ ™╢↓≤⌐∆╢⁹ 
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     ─  

 
 

 ⌐ ╩ ⅎ╢ √∟⌐ ⇔≡⁸№╢™│ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐

≤∕╣⌐ ∆╢ ─ ⅜≥─╟℮⌂ ╩ ∫≡⅝≡™╢⅛⌐≈

™≡ ┬⁹ ⌐│⁸ ─ ⁸ ⌂ ⅎ ⁸▪☿☻ⱷfi♩⁸↕

╕↨╕⌂ ─ ≤ ⁸╕√ ╩ ╡ ╗ ─ ™

─ ⌐≈™≡ ™⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩╙≤⌐⇔√

╩ ⇔≡ ┬⁹ 

  

ה  

 

⌐⅔↑╢ │⁸ ─ ≢№╢≤ ⌐ ⅔╟┘ ─

─ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⅛╠ ∆╢⁹∕╣╠╩ ≤⇔≡ ⌐

↑⁸ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐ ∆╢⁹ 

  ⁸ ╛♥◒ⱡ꜡☺כ╩ ⌐ ∟ ╖⁸ ≢⅝⌂⅛∫√

⅜ ₁⌐ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⁹ │ ™♥◒ⱡ꜡☺כ≤ ─ ⌐

╟∫≡ ∆╢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ ⌐⁸ ─ │╘↨╕⇔ↄ⁸

≤│ ⌂╢ ⅜ ≢⅝⁸↓─ ⌐≈™≡ ≤─ ⌐≈™

≡ ⌐⇔⌂⅜╠ ≤ ⌐≈™≡ ∆╢⁹╕√ ╛

⁸꜡Ⱳ♇♩ ⌐≈™≡╙ ─ ╩ ⇔⁸ ⁸ ⅝ↄ ╦╢

─ ╣≤⁸ ⁸ ≤ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

  ⌂ ╩ ≈ ╩ ∆ ⌐√™⇔≡⁸ ─ ─№╢

⌐ ∆╢ ─ ╩ ╘≡™ↄ⁹ ≤ ─ ╩ ⌐≤╠ⅎ≡

⇔⁸ ⌐ ─ ⅔╟┘ ™◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╩ ⅎ√

≤⇔≡ ≢⅝╢╟℮⌐ ╩ ╘╢⁹ ⌐│⁸ ─ ─

⁸ ╩ ∆╢√╘─₈ ₉⌐ ╦╢ ⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐

╟╢ ⌐ ⌂ ─ ≤⌂╢⁹ 

 

 

ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩Ἒ ⌂ ╩╙∫√ ─ ה ╩ ⇔⁸ ─▪☿☻ⱷ

fi♩╩ ╪∞ ╩ ℮√╘⌐ ⌂ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩─ ≤

╩ ∆╢⁹  

 Ἒ ⅜ ╩ ∆╢ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ╩╙≤⌐ ╩⅝

√∆ ⁸ ⁸ ⌂ ⁸ ה ⌐≈™≡ ┘⁸ ⌐

╘╠╣╢ ─ ╩ ⁸ ⁸ ∆╢√╘⌐ ⌂ ≤

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 Ἒ ─ ⌐ ∂√ ─ ⁸ ─ ⸗♬♃ꜞfi◓

⁸ ⁸ ─ ⁸ ─ ─√╘─◔▪⌂≥─

╩ ∆╢√╘⌐⁸ ─ ≢╟ↄ ™╠╣╢ ⁸

⁸ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

ה

 

з β ⇔ 

 и β ⇔ 

  й β ⇔ 

 к β ⇔ 

 з β ⇔ 

 и β ⇔ 

  β ⇔ 

 з ╩ ↕∑╢ ⌐≈™≡⁸₈ ⅎ ₉─ ⅔╟┘♫▬♅fi

ꜟכ◕ ╩ ≤⇔√ ─ ⅛╠ ⅎ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 и ⅔╟┘ ╩ ↕∑╢ ⌂ ⁸ ⁸ ה ה

ה▪◔ ה ╩ ╡ →⁸ ⌂ ⅛╠ ∆╢⁹ 

 й ─ ╩ ⇔≡⁸ ─ ה ה ┼─ ╩ ╘⁸

─ ╛ ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ⅔╟┘EBN─ ≤ ⌐≈

™≡ ∆╢⁹ 

 к 

 

⌐⅔↑╢ ⌐ ╩ ≡≡⁸ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢

╩ ⇔⁸ ₁⌂ ┼─ ⌂ ─№╡ ╩ ∆╢⁹ 

 з ─ ╛ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⌐ⱴכ♥ ∆╢

╩ ╕ⅎ≡⁸ ─ ≢ ╩ ⇔⁸∕─ ≢ ⅝≡™╢ ╩

∆╢ ╩ ╘⁸ ─ ╛ ┼─ ╩ ╘⁸ ⌐ ⌂ ╩

℮⁹ 

 и ⅔╟┘ ⁸ ─ ─ ⌐╟╡⁸

≤ ╩ ╡⁸ ⁸ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 
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     ─  

 

  

 

 ⅔╟┘ ≢─ ┘╩ ⌐⁸ ─ ™╩ ⌐⇔⁸ ╩

⇔⁸ ─ ╩ ⇔≡⁸ ─ ─ ⌐ ∆╢

╩ ℮⁹ 

 

 

з ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ⌂ ╖≤ ╩ ┬⁹ 

 и ⌐⅔↑╢ ⁸ ה ╩ ⌐ ╡ →⁸ ≤ ◦☻♥

ⱶ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ ≤∕─ ≢ ╩∆╢ ─ ⌐≈™≡─

ה ╩ ⇔⌂⅜╠ ≢⅝╢ ╩ ⌐≈↑⁸ ╩ ∆╢

≢ ┬═⅝ ╛Ɽכ☻Ɑ◒♥▫Ⱪ╩ ∆╢⁹ 

 й ⌐⅔↑╢ ─ ╖≤ ─ ≤─ ⌐≈™≡ ╩ ≡

≡ ⅎ⁸ ╩☻ⱦכ◘ ∆╢√╘─ ─ ≤ ⁸

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 з ─ ⌂ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸∕─ ╩

≢⅝╢ ╩ ℮⁹ ╠⅜ ⇔√ ╩ ─ ┼≤ ⅝⁸

┼≤≈⌂→╢⁹ 

 и ─ ─ ─ ╩ ⇔≡⁸ ⁸ ▪

ⱪ꜡כ♅≤∕─ ⁸╕√ ⌐≈™≡ ┬ ⁸ ⁸

⁸▪◒◦ꜛfiꜞ◘כ♅ ⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ ╪∞↓≤⌐ ⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ─

╩ ─ ™╩ ≡⁸ ╩ ™⁸ ─ ⱪ꜡☿☻╩ ╗

↓≤╩ ⇔≡⁸ ╛ ⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ℮⁹ 

 

 

з

⌐⅔↑╢  

⌐⅔↑╢ ╩ ⇔√ ≢⁸ ─ ⅛╠⁸↓╣

⅛╠─ ⌐ ╘╠╣╢ ≤ ⌐≈™≡ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ─

⌂ ⅛╠⁸ ╩ ⇔√ ⅔╟┘ ─ ⌐≈™≡ ⅎ

╢⁹ 

 

и

─◐ꜗꜞ▪≤  

⌂ ⌐ ↑√↕╕↨╕⌂ ⌐≈™≡─ ≤ ╩ ⇔√ ≢⁸

⁸◐ꜗꜞ▪ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ↕╣╢ ─ ≤ ⌐

≈™≡ ⅎ╢⁹ ─ ╩ ∆√╘─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

й

≤    

─ ╩ ≤⇔√ ─ ⌐≈™≡ ⇔

√ ≢⁸ ⌐ ╘╠╣╢ⱨ□◦ꜞ♥כ♃ ─ ≤∕─ ⌐≈™≡

∆╢⁹ ─ ⅛╠ ⌐ ╘╠╣╢ ─ ⌐≈

™≡ ⅎ╢⁹ 

 

з

─ ⌐ ∆╢

 

ה ה ⌂≥⌐ ⇔≡⁸ ⅛╠ ─

™─ ≡ ⁸⅔╟┘ ™⌐ ∆╢ ∆╢ ╩ ℮⁹ ⅜ ╠ ⇔√

⌐ ∫≡⁸ ╕≢⌐ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 

и

ה ⌐ ∆╢

 

⅔╟┘⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ─ ─

╩ ⇔≡⁸ ▪ⱪ꜡כ♅≤∕─ ⁸ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

 ⅔╟┘ ≢ ⇔√ ⅛╠⁸ ╩ⱴכ♥─ ⇔

─ ≡√ ™⌐ ∫≡ ╩ ∆╢ ╩ ℮⁹ ╩ ⇔≡

⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 

з

◒
ꜞ
♥

◌
ꜟ
◔
▪

ה

⅜
╪

 

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ з

≤☻♩꜠☻⌐ ∆╢  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⌐№╢ ה ╩ ⇔⁸ ◔▪╩ ℮√╘─

≤⌂╢ ה ╩ ∆╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ и

⌐ ∆╢  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ ⌐№╢ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ╩

⇔⁸◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ─√╘─ ╩ ┬⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ й

⌐ ∆╢  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ ⌐№╢ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ה ╩ ≤

⇔√ ╩ ℮√╘─ ╩ ┬⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ к

⌐ ∆╢ з  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⌐⅔↑╢ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡─ ╩

╢╟⌐ⱶכ♅⁸⇔ ה ╩ ℮√╘─ ◔▪⌐≈™≡ ┬⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ л

⌐ ∆╢ и  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ⌂ ≢ ╩ ↑╢ ⅔╟┘∕─ ─ ─ ≤ ─

⌐≈™≡⁸ ─ ⌐╟╢ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⅔╟┘ ─

─ ≢ ⅜≢⅝╢√╘─ ╩ ┬⁹ 
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     ─  

 
 

 

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ з ⱨ

▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⌐⅔↑╢ ╩ ⇔⁸ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩─

╩ ┘⁸ ─ ⅜№╢ ─ ⅔╟┘ ה ─

╩⁸ ╩ ⇔≡▪☿☻ⱷfi♩∆╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ и

⌐ ∆╢ й  

◒ꜞ♥▫◌ꜟ ⌐№╢ ⅔╟┘∕─ ╩ ≤⇔≡ ⅎ⁸◔▪≤

◐ꜙ▪╩ ⇔√ ─ ╩ ┬⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ й

⌐ ∆╢ к Ἒ 

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⌐⅔↑╢ ⌂╠┘⌐ ◔▪─ ╩ ⇔⁸

╩ ℮⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ зἚ ה ≤⇔≡ ∆╢√╘⌐ ⌂ₒ◔▪≤◐ꜙ▪╩

⇔√ ⌂ ₓ⌐≈™≡⁸ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ и ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡─ ╩ ∆╢√

╘⌐ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ йἚ ⅜ ≤⇔≡ ╘≡™⅝√™◘Ⱪ☻Ɑ◦ꜗꜞ♥▫כ ⁸ICU⌂≥

⌐⅔™≡⁸ ה ⅜ √∆═⅝ ╩ ה ∆╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪  ⁸ ⁸ ≢ ⇔√ ≤ ╩╙≤⌐⁸ ⅛╠◒ꜞ♥▫◌ꜟ

◔▪ ╩ⱴכ♥╢↑⅔⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩ ℮↓≤≢⁸ ⌐

≈◄ⱦ♦fi☻╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ≤⇔≡╕≤╘╢⁹ 

 ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪  ◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ⅔╟┘ ≢ √ ╩╙≤⌐⁸◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪

⌐⅔↑╢ ╩ ⇔ ╩ⱴכ♥ ∆⁹ ─ⱪ꜡☿☻╩ ⇔≡

◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ╛◒ꜞ♥▫◌ꜟ◔▪ ─ ⌐ ∆╢

╩ ℮⁹ 

 ⅜╪ з ⅜╪ ─ ≤⌂╢ ה ⌂╠┘⌐∕─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 ⅜╪ и ⅜╪⌐ ∆╢ ⅔╟┘ ה ─ ╩ ┘⁸⅜╪ ⌐

⇔√ ╩ ╘╢⁹ 

 ⅜╪ й ⅜╪ ─ ⌐ ℮ ⌂ ╩ ⌐▪☿☻ⱷfi♩⇔⁸ ─

⌐ ≠™≡ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ⅜╪ к ◔▪─ ⅔╟┘╦⅜ ─ ◔▪⌐ ∆╢ ◦☻♥ⱶ⌐≈™≡ ∆╢⁹⅜

╪⅜╙√╠∆ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩∆╢ ≢ ⌂ ╩ ⇔⁸∕╣╠─

⅜ ─ ⁸ ⁸ ⁸☻Ⱨꜞ♅ꜙ▪ꜟ ⌐ ╓∆ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐⁸ ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐ ⌂ ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ◔▪⌐⅔

↑╢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 ⅜╪ л ⅜╪⅔╟┘⅜╪ ─ ה ⌐⅔↑╢ ה ─√╘─ ה

╩ ∆╢⁹ 

⅜╪ ⅔╟┘ ─ ה ⌐ ∆╢ ─√╘─ ╩ ∆╢⁹ 

 ⅜╪ з ╛ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒╩ ⇔≡⁸⅜╪ ─ ⌐ ℮ ⌂

╩ ⌐▪☿☻ⱷfi♩⇔ ⌂ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ℮⁹ 

 ⅜╪ и ⅜╪⅜╙√╠∆№╠╝╢ ⅔╟┘ ╩ ⌐ ⇔⁸◄ⱦ♦fi☻⌐

≠™≡ ⌂◐ꜙ▪≤◔▪╩ ⇔√ ╩⁸ ─ ≤ ╩ ╕ⅎ

√℮ⅎ≢ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 ⅜╪ йἚ ─ ⌐⅔™≡⁸ ─⅜╪ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ∆╢√╘

⌐⁸◄ⱦ♦fi☻╛ ⌐ ≠™√ ╩ ה ⇔⁸∕─ ╩ ⌐

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ℮⁹ 

 ⅜╪ з

─√╘─  

⅜╪─ ה ⌐ ╦╢ ╛ ה ◌fiⱨ□꜠fi☻

╩ ⇔≡⁸⅜╪ ─ ╩∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 ⅜╪ и CNS

 

⅜╪ ⅜ ⇔≡™╢ ≢─ ⌂ ╩ ⇔≡⁸⅜╪

─ ה ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ה ⅔╟┘∕─ ⌐ ⌂

ה ה ⌐≈™≡ ┬⁹ 

 

⅜╪ йἚ CNS≤

⇔≡─ ─√╘

─  

╩ ∆╢ ⅔╟┘ ─ ─╙≤⁸⅜╪ ╩ ⌐

∆╢ ╩ ℮⁹ 

 ⅜╪ кἚ CNS─

ה ⌐ ∆╢

─√╘─  

⅜╪ ⌐ ≤↕╣╢₈ ₉₈ ₉₈ ₉₈ ₉₈ ₉

₈ ₉─ ─ ╩ √∑╢╟℮⌐ ╩ ⇔≡ ⇔⁸ ─ ╩

⌐∆╢⁹╕√⁸ ⱶכ♅─≥ ─ ≢ ─ ╛⁸

╡№─ⱶכ♅ ⌐≈™≡ ┬⁹ 
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     ─  

 
 

⅜╪  ⁸ ⁸ ≢ ⇔√ ≤ ╩╙≤⌐⁸ ⅛╠⅜╪ ⌐⅔

╩ⱴכ♥╢↑ ⇔⁸ ⌂ ╩ ℮↓≤≢⁸ ⌐ ≈◄ⱦ♦fi☻

╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ≤⇔≡╕≤╘╢⁹ 

 ⅜╪  ⅜╪ ⅔╟┘ ≢ √ ╩╙≤⌐⁸⅜╪ ⌐⅔↑╢ ╩

⇔ ╩ⱴכ♥ ∆⁹ ─ⱪ꜡☿☻╩ ⇔≡⁸⅜╪ ╛⅜╪

─ ⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 

и

►

ⱴ
fi
☼
Ⱬ
ꜟ
☻

 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ► з ─ ה ─ ⅛╠ ╕╡⁸ │ꜝ▬ⱨ☻♥כ☺ ⌐№╢

─ⱱꜟ⸗fi╩ ⌐⇔√ ─ ≤ ─ ╛∕─ ⁸⌂╡╛∆

™ ─ ⌐♃כ♦⁸≡™≈⌐≤⌂ ≠™≡ ─ꜝ▬ⱨ☻♥כ☺ ─Ⱬ

ꜟ☻◔▪⌐≈™≡─ ╩ ∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  и ⅛╠ ─ⱥꜙכⱴfi⁸▬♥ꜞꜗ◦◒☿הꜞⱪ꜡♄◒♥▬ⱩהⱫꜟ☻

/ꜝ▬♠⁸☺◄fi♄כ─ ⅛╠ ─ ╩ ╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  й ─ꜝ▬ⱨ◘▬◒ꜟ─ ≢─ ⅝ ה ⌐≈™≡ ⇔⁸ ╩

⌐⇔√ ╩ ℮√╘─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  к ─►כⱴfi☼Ⱬꜟ☻⌐≈™≡ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ≢─

┼ ≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  з ─ ─ ה ≤ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ─

╩╖™∞⇔⁸ ▪ⱪ꜡כ♅╩ ∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  и ─ ─ ╩ ⌐ ╣⁸ ≤ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸

⌐ ≠ↄ╟╡╟™ ⌂ ─ ⌐ ↑√ ╩

┬⁹↕╠⌐⁸ ─ ╛ ╩ ⌐ ⇔√ ╩ ∆╢ ╩

∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►  ה  ה ה ⌐ ∆╢ ─ ™ ה ─ ╩ ℮⁹↕

╠⌐Ɫ▬ꜞ☻◒ ─◔▪╩ ∆╢⁹╕√ ⌐ ⌂ ≤⇔≡─ ה

ה ╩ ™⁸↕╠⌐ ⌐⅔↑╢ ─◔▪─ ⌐≈™≡⁸

╩ ╕ⅎ≡ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►   ┘ ≢ ┘ √ ≤ ╩ ⌐⁸ ╛ ⌐

∆╢ ╩ⱴכ♥ ⅝ ⇔⁸ ─ ⱪ꜡☿☻╩ ⇔√⁸ ה

─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►   ┘ ≢ ┘ √ ╩ ☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►⁸⌐ ⌐⅔↑╢ כ♥─

ⱴ╩ ⅝ ⇔⁸ ─ ⱪ꜡☿☻╩ ⌐☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►≡⇔ ∆╢

╩ ℮⁹ 

 

й

ה
◄
fi
♪
○
Ⱪ
ꜝ
▬
ⱨ
◔
▪

 
з ≢ ™╢ ⁸ ⌐≈™≡ ┬≤≤╙⌐⁸ ⌐⅔↑╢

⌐≈™≡ ⇔⁸ ≤∕─ ╩ ⌐⇔√ ╩ ∆╢√╘─

╩ ℮⁹ 

 и ─ ⌐ ℮ ╛ ╩☼כ♬─ ╢√╘⌐⁸ ─ ה ה

╩ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 й ─ ꜠ⱬꜟ⌐ ∂√ ─ ╩ ⁸ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡

∆╢≤ ⌐ ⌐ ↄ ╠╣╢ ⌐≈™≡ ╩ ⇔⁸ ≤∕─

╩ ╘√ ─ ╛ ─ ╩ ╢⁹ 

 

к ⌐ ☻ⱦכ◘⌂ ╛ ≤─ ╩ ⇔⁸ ⅛╠ ⌐

╢╕≢─◘ⱳכ♩─ ╡ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ╣ ─⌂™ ╩ ℮√

╘─ ╩ ℮⁹ 

↕╠⌐ ┼─ ╛◘ⱳכ♩ ─ⱪ꜡☿☻╩ ┘⁸◔

▪◦☻♥ⱶ ╩ ℮⁹ 

 

лἚ ⌐ ↄ╖╠╣╢ ⌐≈™≡⁸ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩╛ ╩ ┘⁸

Ɫ▬ꜞ☻◒ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ⌐≤∫≡╟╡

⁸ ⌂ ╩ ∆╢√╘─◐ꜙ▪≤◔▪╩ ⇔√ ╩ ∆╢ ╩

℮⁹ 

 з ╩ ⇔≡ ⇔√ ⌐№╢ ┼─ ─ ™▪☿☻ⱷfi

♩≤ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐ ⁸ ≢ ⌂ ≤ ╩ ∆

╢√╘─ ╩ ∆╢⁹ 

 и ≢ ∆╢ ⌂ ╩╙≈ ≤∕─ ⅜⁸ ─ ™ ╩ ╢

↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸ ⌂ ≤ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 
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     ─  

 
 

 

 

з ≢ ⅔╟┘ ≢ ─ ⌂ ╩ ∆╢ ⌐

⇔≡⁸ ╩ ∟⌂⅜╠ ─ ≤ ╩ ™≡ ─ ™ ╩ ℮

√╘─ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ ┼─ ה ╛⁸ ╩ ╡

ↄ ─≥ⱶכ♅ ╩ ⇔⁸ ─ ≤⇔≡─ ─ ╩

↕∑╢ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

иἚ ╛ ⅔╟┘ ™∏╣─ ⌐⅔™≡╙⁸ ⇔≡ ⌐ ∂╛∆™

╛ ⌐ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂╢√╘⌐⁸ ⁸ ╩ ╕ⅎ⁸

ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩⌐╟╡ꜞ☻◒─ ╩ ⇔⁸◐ꜙ▪≤◔▪╩ ⇔√

╩ ↄ√╘─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

 ╛∕─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ╕√│ ╩ ™

╩ ∆╢⁹ 

 

 

 ⌐ ≠⅝ ╩ ⇔≡ ╩ ╘⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

з ⱪꜝ▬ⱴꜞⱫꜟ☻◔

▪⌐⅔↑╢ NP ─◖fiⱧ♥fi

כ◦  

╦⅜ ─ⱪꜝ▬ⱴꜞ◔▪ ╩ ↕∑≡™ↄ√╘⌐ ⁸⅔╟┘ ⌐⅔↑╢

ה ה ─ ≤ ╩ ∆╢⁹ ─ ⌐ ⇔√◄fi♪○Ⱪ

ꜝ▬ⱨ◔▪ ≤⇔≡─ ≤ ⁸ ⌐≈™≡ ∆╢⁹╕√⁸

─ ⌐ ⌂ №╢ ⁸ ≤ ─ ≤ ⁸

⅔╟┘ ─ ⌐ ∂√ ⌂ ─ ≤⌂╢ ╛ ⌐≈™≡

∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

и EOL ≤  

⅔╟┘ ⌐⅔™≡ ╖ ╣√ ≢ ╕≢₈ ╠⇔ↄ ⅝╢₉≤™℮

⌐╦√╢ ≤ ─ ⌐≈™≡⁸ ⁸ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⌂≥╩ ┘⌂⅜╠⁸ ⅝╢ ╛ Quality of Life ⌐≈™≡

⇔⁸ ─ ╛ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ ─ ╛ ≤ ⁸

─ ≢ ⅝╢ ₁─₈ ₉⌐≈™≡ ⅎ⁸◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

─ ≤⌂╢ ⁸ ⁸♫ꜝ♥▫Ⱪה▪ⱪ꜡⁸♅כ

⌂≥╩ ⇔ ⌐ ⌂ ⌐ ≠ↄ◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪─

─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

й ꜟⱴfi☼Ⱬכ►ה

☻  

⅔╟┘ ⌐ ╠∆ ⁸ ⁸ ≤∕─ ╩ ≢

≤╠ⅎ⁸ ╕╣ ≈ ≤ ⌐⅔↑╢ ≤ ─ ⌐ ≠ↄ ≥╙≤

─ ⁸ ╩ ╖ ≡╢ ─☻ꜟⱴfi☼Ⱬכ►╢↑⅔⌐ ⅛╠

─ ה ה ╩ ℮ ה ╩ ∆╢⁹╕√ ⌐ ∆

╢ ⌐ ⇔≡ ≤ ≤╩≈⌂→ ╩ ≤⇔√ ⌂◔▪◦

☻♥ⱶ╩ ∆╢ ─ ™ ⌂ ─ ≤ ⁸⅔╟┘∕─ ╩

∆╢⁹ 

 
 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

к ⌐№╢ ─

ה  

⅔╟┘ ≢ ╠∆ ⌐№╢ ≤∕─ ╩ ─ ≢≤

╠ⅎ⁸ ╛ ⅔╟┘ ─ ╩ ╘√ ─ ⌂

─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⌂ ⌐ ⌂ ≤ ╩ ∆╢⁹ ⌐⁸

─ ╩ ∆╢√╘─◄ⱦ♦fi☻⌐ ≠™√ ⅔╟┘∕─

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 
  

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

л ─ ה

 

⅔╟┘ ≢ ╠∆ ≤∕─ ─ ╩ ≢≤╠ⅎ

⌐⅔↑╢ ⁸ ⌐╟╢ ╛ ╩ ╕ⅎ√ ─ ≤ ⁸∕⇔≡

─ ─ ╛◔▪⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢√╘─ ⌂ ─

⁸ ⌐≈™≡ ∆╢⁹↕╠⌐ ─ ≤

⌐☼כ♬ ∆╢▪☿☻ⱷfi♩≤ ⌐╟╡ ≤ ─ ⌐

↑√ ⁸ ⁸ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi ⌐╟╡ ∫≡™╢

╩ ⅝ ⇔ ⅝╢ ╩ ∆╢ ≤∕─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

м ⱷfi♃ꜟⱫꜟ☻  

⅔╟┘ ⌐ ╠∆№╠╝╢ ⌐№╢ ₁─ ╩

⇔ ⌂ ─ ⁸ ⁸ ⁸⅔╟┘ꜞⱢⱦꜞ♥כ◦ꜛfi⌐

⌂ ה ╩ ⇔√ ─ ≤∕─ ╩ ∆╢⁹

≤≤╙⌐ ⅝╢ ₁≤ ⅜ ≢ ╠⇔ ↑╢√╘─ ⌂▪☿☻

ⱷfi♩ ┘ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

Ⱬꜟ☻ⱪ꜡⸗כ◦ꜛfi

 

⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸⅔╟┘

─ ╩ ⅎ╢ ≠ↄ╡≤ QOL ─ ⁸◔▪─ ╩ ╕ⅎ ▪☿

☻ⱷfi♩⁸ ╕≢─ⱪ꜡☿☻╩ ╘╢℮ⅎ≢─ ╩ ∆

╢⁹∕─℮ⅎ≢⁸ ≤⇔≡ ⌂ ⁸ ≤Ⱬꜟ☻ⱪ꜡

─fiꜛ◦כ⸗ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 
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     ─  

 
 

 

ⱪꜝ▬ⱴꜞⱫꜟ☻◔▪

 

⅔╟┘ ⌐⅔↑╢№╠╝╢ ⌐№╢ ₁╩ ≤⇔√ ⌐╖╠

╣╢ ⅔╟┘∕─ ⌐≈™≡∕─ⱷ◌♬☼ⱶ╩ ╕ⅎ√℮ⅎ≢⁸ ⁸

⁸ ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ▪☿☻ⱷfi

♩╛ ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ה ╩ ╗ ⌐≈™≡ ∆╢⁹

╕√ ─√╘─ ה ⌐ ∆╢ ╛ ─ ▪☿☻ⱷfi

♩ ╩ ⇔ ⅛╠ ╕≢─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

 

⅔╟┘ ⌐⅔™≡ EOL ◔▪╩ ∆╢ NP ⅜⁸ ⌐ ≠⅝ꜞ☻◒

╩ ⇔◒ꜝ▬◄fi♩ ┘∕─ ╛ ╦╢ ─ ה ╩ ⅎ

╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌂ ⌂ ╡ ╖╛ ≤ ╩ ∆╢⁹◒ꜝ▬◄fi♩

⅔╟┘∕─ ╛ ⅜ ⌐╙ ⌐╙ ⅛↕╣√╡ ⇔√╡∆

╢↓≤─⌂™ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⁸ ≤ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⌐ ∆╢ ⌂ ╩▫♦♃☻☻כ◔≡™≈⌐ ⇔≡ ⇔⁸◔▪─

⌐ ↑√ ⌂ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

з 

⅔╟┘ ─ⱪꜝ▬ⱴꜞ◔▪ ⌐⅔↑╢ ⌂ ╩ ™√ ⌐

╟╡⁸ ⌐ ≠ↄ ▪☿☻ⱷfi♩⁸ ⌂ ─ ⁸◄ⱦ♦fi☻⌐

≠ↄ ╛◔▪─ ⁸ ≤─ ⁸ ⌐ ∆╢ ─

⌂ ╩ ⌐≈↑╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

и 

⅔╟┘ ─ⱪꜝ▬ⱴꜞ◔▪ ⌐⅔™≡ ╘╠╣╢ ─√╘─

─ ≤ⱪ꜡♩◖כꜟ─ ⁸∕╣⌐ ≠ↄ ≤∕─ ⁸

─ ─ⱪ꜡☿☻╩ ∆╢⁹ ⁸ ↕╣╢ ≡™⅔⌐☻ⱦכ◘─▪◔╛

⌂ ⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡ ⅎ⁸ ∆╢≤≤╙⌐ √⌂

╩ⱦ☻◦☻♥ⱶכ◘ ∆╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

з ≤ ┼─◦

⌂☻꜠ⱶכ  

⅔╟┘ ⌐⅔↑╢ⱪꜝ▬ⱴꜞ◔▪ ─ ≤⇔≡ ™╛

⁸ ─ ⁸ ─ ─ ╩ ≤∆╢ ⌐№╢ ≤ ╩

⌐ ⁸ ⌂≥ ⌐⅔↑╢ ⌐╟╢

─ ≤∕─▪►♩◌ⱶ ╩ ℮⁹↕╠⌐⁸ ─ ╩ ™

─ ╛ ╩ ⇔ ≤─ ≤ ─ ™ ─ ╡ ╩

⇔ ╩ ╘╢⁹ 

 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

и ◖Ⱶꜙ♬♥▫הⱫꜟ☻

◔▪─  

⅔╟┘ ⌐⅔↑╢№╠╝╢ ⌐№╢ ≤ ╩ ≤⇔√

⁸ ⌐ ↑≡─ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢⁹╕√

⁸ ─ ─▪☿☻ⱷfi♩≤ ⁸ ⌐ ∆╢ ─▪☿☻ⱷ

fi♩≤ ⁸ ≤─ ╩ ₁⌂ ╩ ↕∑⁸ ╩ ℮

☿fi♃⁸כ ⁸ ⅜fiꜛ◦כ♥☻ ≤⌂╡ ⅜

≤⌂∫√Ⱬꜟ☻◔▪◦☻♥ⱶ╩ ⌐ ⇔≡ ∆╢⁹ 

 
 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

й ☻ⱦכ◘

≤◦☻♥ⱶ  

⅔╟┘ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐ ↑⁸ ─Ⱬꜟ☻♬כ☼⌐

ⅎ╢ ◔▪◦☻♥ⱶ≤⇔≡ ⇔™ ⁸ ⁸ ◦☻♥ⱶ╩

™√ ─ ╛ ⌂≥─ ⌐ ⇔ ╠─ ╩ ⇔

∆╢⁹ 
 

 

◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

  
≤ NP ⌐ ≠⅝ ╩ ╘⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 ◄fi♪○Ⱪꜝ▬ⱨ◔▪

  
⌐ ≠⅝ ╩ ⇔≡ ╩ ╘⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 

к

 

з ה

 

ה ─ ⁸ ─ ⁸ ⌂ ⌂≥╩⁸ ╩ ⇔≡

╕ⅎ⁸ ─ ╩ ⅛╠ ∆╢≤≤╙⌐⁸╦⅜ ⌐

⅔↑╢ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐⅔™≡ ⅜ √

∆ ╩ ∆╢⁹ 

 и

 

⁸ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢

╩ ┘⁸ ╩▪☿☻ⱷfi♩⇔⁸ ╩ ⇔⁸ ╩ ℮√╘─

╩ ℮⁹ 

 й

ה  

─ ⁸ ╩ ┘⁸ כ◙כꜚ─☻ⱦכ◘

─ ╩ ⇔⁸ ─ꜞ◌Ᵽꜞכ╩ ∆╢ ─√╘─

╩ ℮⁹↕╠⌐ ─ ⅛╠ ╘╠╣╢ ה ⌐≈™≡⁸ꜞ◌

Ᵽꜞכ⸗♦ꜟ⅔╟┘☻♩꜠fi◓☻⸗♦ꜟ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 к ꜞ◄♂fi

 

─ ╟╡⁸ⱱꜞ☻♥▫♇◒ה▪ⱪ꜡כ♅╩ ≤∆╢ꜞ◄♂fi

─ ≤ ⁸∕─ ╖⁸ ─ ⁸ ─ ⌂≥⌐≈™≡⁸

꜠ⱬꜟ≢ ∆╢⁹ 
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     ─  

 
 

л

Ἒ 

⌐≈™≡ ┘⁸ ≤ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

─ ה ╩▪☿☻ⱷfi♩⇔⁸ ⌐≈⌂→╢

╩ ℮⁹╕√⁸ ─ ┼─ ⌐≈™≡ ┘⁸ꜞ◄♂fi

≢─ ⌐⅔↑╢ ─▪☿☻ⱷfi♩ ╩ ℮⁹↕╠⌐⁸

⁸ ╩ ↑≡™╢ ┼─ ⌐≈™≡ ┬⁹ 

 

з

≤  

─▪☿☻ⱷfi♩⌂╠┘⌐ ─ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢

⌐≈™≡⁸ ⌂ ╩ ⇔≡ ⇔⁸ ≤ ╩ ╘⁸

─ ≤⌂╢ ─▪☿☻ⱷfi♩─ ≤ ╩

∆╢⁹ 

 и

 

ה ⁸ ⌂≥ ⌐⅔↑╢

╩ ╩ ⇔≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁸ ⁸PTSD┼─

⁸ ◔▪⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌂≥⁸

─ ⌂ ⌐≈™≡ ⇔≡ ┘⁸ ─ ה ⌐ ∆╢

⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 й

 

─ ⌐≈™≡⁸↕╠⌐ ⌂ ≤ ╩ ∆╢√╘⌐⁸

│ ─ ⅛╠™∏╣⅛╩ ⇔⁸∕─ ─ ⌐≈™≡⁸

≤ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒╩ ⇔≡ ∆╢⁹ 

ה ⁸ ה ⁸ ⁸ ה

⁸℮≈ ⁸ ⁸ ה ⁸ꜞ◄♂fi

 

 з

─ )    

⁸⌂╠┘⌐ з л⁸ з й─ ╩╙≤

⌐⁸CNS ─ ≤ ╩ ⇔⁸ ≤⇔≡─ ─ ╩ ℮⁹

⌐⅔↑╢ CNS ─ ≤ ⌐≈™≡ ╩ ⇔≡ ∆╢⁹

─ ⌐ⱴכ♥ ≠™≡⁸ ⌐ ─ ╩ ╘⁸∕╣⌐ ≠™≡

⌐ ╩ ℮⁹ 

 и

ה ⁸ ◔▪  

⌐⅔™≡⁸ ⌐╟╢ ה ─ ⌐≈™≡⁸

╩ ∂≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸CNS ─ ≢ ה ⌐≈™≡ ⇔⁸

⌐ ╩ ∆╢ ╩ ℮⁹ ⌐⅔™≡⁸ ╩

╩ⱦ☺ꜛfiכⱤכ☻⁸⇔ ☻כ◔⁸≢≥↓╢↑ ╩ ╘⁸ ⇔√

╩ ∆╢↓≤≢⁸╟╡ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 

йἚ ◘Ⱪ☻

Ɑ◦ꜗꜞ♥▫ ◔▪

ꜞ◄♂fi  

ꜞ◄♂fi ─CNS─ ⌐≈™≡ ╩ ⇔≡⁸ꜞ◄♂fi ⌐

⅔↑╢ ⅔╟┘ ─ ⁸CNS─ ≤ ╩ ∆╢⁹◖fi◘ꜟ♥כ◦

ꜛfi─◔כ☻⌐ ╩ⱦ☺ꜛfiכⱤכ☻⁸≡⇔ ☻כ◔╠⅜⌂↑ ╩ ╘⁸

⌐≈™≡ ⇔⁸↕╠⌐ ─ ╩ ℮↓≤╩ ⇔≡⁸╟

╡ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 к ◔▪

Ἒ 

⁸⌂╠┘⌐ з л⁸ з й─ ╩

╙≤⌐⁸ ⌐⅔™≡ ה ה ⌂≥─ ◔▪╩ ⌐

⇔⁸ ≤⇔≡─ ◔▪ ╩ ℮⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ √ ≤ ╩╙≤⌐⁸ ⌐⅔↑╢

⌂╠┘⌐ ⌐ ∆╢ ─ ⅛╠⁸ ⅜ ╩ ∆╢

╩ⱴכ♥ ╘⁸ ⌂ ─ ╩ ℮↓≤≢⁸ ─ ⌐ ≈◄

ⱦ♦fi☻╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ≤⇔≡╕≤╘╢⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ √ ╩╙≤⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ─

╩ ⇔⁸ ╩ⱴכ♥ ∆╢≤≤╙⌐ ╩ ™⁸ ─

ⱪ꜡☿☻╩ ⇔≡ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 

л

 

з

─ ⌐⅔↑╢ ─

 

─ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡⁸ ≤ ┼─ ⌂ ◔

▪⁸ ┘ ⌐ ∆╢ ◔▪─ ⌂ ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ─

≤ ─ ⁸◔▪─ ─ ⁸ ─ ⌐ ╦╢ ╩ ℮⁹ 

 и

 

◖Ⱶꜙ♬♥▫≤⇔≡─ ה ─ ⌐⅔↑╢ ≤QOL─ ╩╘↨

⇔⁸ ≢ ↄ ™╠╣≡™╢ ─ ╩ ∆╢⁹ ⌐⁸

─ ⅔╟┘ ─ⱪ꜡☿☻⁸⅔╟┘ ≤ ╩ ╪∞

≤─Ⱡ♇♩꞉כ◒ ╩ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 й Ⱬꜟ☻ⱪ

הfiꜛ◦כ⸗꜡  

ה ≢ ╩ ∆╢ ₁─ ⅔╟┘QOL─ ─√╘─ ⌂ ≢

№╢Ⱬꜟ☻ⱪ꜡⸗כ◦ꜛfiה ⌐≈™≡⁸∕─ ≤◔▪⸗♦ꜟ⁸⅔╟┘

⌂ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ⇔⁸∕╣⌐ ≠™√

╩ ∆╢⁹ 

!"- 23 -



     ─  

 
 

к ◔▪

◦☻♥ⱶ≤ ◔▪

─  

◔▪◦☻♥ⱶ─ ⅔╟┘ ⱪ꜡☿☻╩ ∆╢⁹╕√ ⌐⅔↑╢

◔▪◦☻♥ⱶ⅔╟┘ ─ ≤ ╩▪☿☻ⱷfi♩⇔⁸∕─ ─

╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ◔▪◦☻♥ⱶ─ ≤ ⱪ꜡☿☻╩ ⇔⁸

≤ ─ ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ⌂◔▪◦☻♥ⱶ ─ ╩

℮⁹ 

 

л

 

╩╘←╢ ─ ╩ ⌐⇔⁸ ╩ ↕∑ ⇔℮╢ ה

─ ╩ ┬⁹∕─ ♃כ♦⁸≢ ⁸ ⁸ ≤

─ ⁸⅔╟┘ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

м ה

  

⌐⅔↑╢ ▪☿☻ⱷfi♩⅔╟┘ ─ ≤⌂╢ ה

╩ ⇔⁸ ◔▪⌐⅔↑╢ ∟╦⌂∆⁸כ◦ꜝ♥ꜞ

╛ⱷ♦▫▪╩ ∂≡ ╠╣╢ ─ ─ ⅛╠ ⌂╙─╩ ⇔ ⇔⁸ ─

⌐ ⇔≡ ⇔⁸ ╩ ⇔√╡⁸▪►♩◌ⱶ╩ ⇔◄ⱦ♦fi☻

╩ ╢√╘─ ≤ ╩ ℮⁹ 

 з

─ ⌐⅔↑╢

 

⌐⅔™≡⁸ ─№╢♩Ⱨ♇◒☻╩ ⇔⁸◖Ⱶꜙ♬♥▫Ⱬꜟ☻▪

☿☻ⱷfi♩─ ⌐ ≠™√ ─▪☿☻ⱷfi♩⁸ ─ ⁸∕─ ╩

∆╢√╘─ ─ ⁸◖Ⱶꜙ♬♥▫─ ₁╛ ⁸ ≤─ ⁸

ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ≤ ─ √∆═⅝ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

и ⌐⅔™≡⁸ ─ ─ ╩ ℮↓≤╩ ⇔⁸

⌐ ╘╠╣╢ ╩ ⌐∆╢⁹ ⌐│⁸ ─ⱨ▫כꜟ♪

⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ─ ⌂ ⁸

─ ≠↑⁸ ─ ⅛╠ ╩ ╘╢⁹ ≤ ≤

─♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ⇔≡ ─ ≤ ╩ ╖╢⁹ ─

≤ ⌐ ╘╠╣╢ ≤─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ─ ™

╩≈↑╢√╘⌐ ⌂ ╩ ℮⁹ 

 з ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⇔⁸ ה ה

⌐ ∆╢ ⇔√ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩

℮ ╩ ℮⁹ 

 и ─ ⌐⅔↑╢ ⌂ ╩ ⇔≡⁸∕─ ╩ ┬≤≤╙⌐⁸

≤⇔≡─ ≤─ ╩ ⌐╟╡ ∆╢⁹ 

 й Population-centered approach ╩ ≤⇔≡⁸ ⌐⅔™≡⁸

⅔╟┘ ≤─ ⌐╟╢ ─ⱪ꜡☿☻─ ╩ ⌐ ∆╢⁹↕╠

⌐⁸ ≤ ⇔™ ◄ⱦ♦fi☻─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ─▪

►♩◌ⱶ─ ≤ ─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 

 ⅔╟┘ ≢ ╠╣√ ╩╙≤⌐⁸ ─

╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ ─ ─ │⁸

─ ─ ה ⁸ ⌐≈™≡─ ⁸ ⱪ꜡☿☻⅔╟┘

⌐≈™≡─ ≢№╢⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ ╠╣√ ╩╙≤⌐⁸ ─ ╩

⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ ─ ─ │⁸ ─ ─

ה ⁸ ⌐≈™≡─ ⁸ ⱪ꜡☿☻⅔╟┘ ⌐≈

™≡─ ≢№╢⁹ 

 

м

 

з ─ ─√╘⁸ ≥╙─ ה ╛ ⁸ ⌐ ∆╢

╩ ┘⁸ ≥╙≤ ╩╘←╢ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌐⅔↑╢

ה ─ ≤∕─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 и ≥╙─ ⅔╟┘ ╩ ⌐ ⇔ ∆╢√╘─ ╛ ⁸

⌐≈™≡ ╩ ╘⁸ ≥╙─ ╛ ⌐ ∂√▪ⱪ꜡כ♅─ ה

╩ ™≡ ה ⇔⁸ ┼─ ≤ ╩ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 й ≥╙─ ─ ╩ ∆╢√╘─ ה ≠⅝⁸ ≥╙≤

⌐ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ⌐⁸ ה ⌐⅔↑╢

⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐ ∂√ ╩ ∆╢⁹ 

 

к ≥╙≤ ╩≤╡╕ↄ ה ה ה ─ ≤ ╩┤╕ⅎ⁸ ⅔

╟┘ ≢ ∆╢ ≥╙⌐ ∆╢ ╩ ⌐⇔⁸ ⌐ ↑√ ╩

⌂ ⅛╠ ∆╢⁹ 

!#- 24 -



     ─  

 

 

 

 

з ≥╙─ ≤ ⅔╟┘Ⱬꜟ☻▪☿☻ⱷfi♩⌐≈™≡ ⇔⁸ ה

─▪☿☻ⱷfi♩⁸ⱨ▫☺◌ꜟ▪☿☻ⱷfi♩⁸ ▪☿☻ⱷfi♩⁸ ▪☿

☻ⱷfi♩╩ ⌐ ┘⁸ ≥╙≤ ╩ ⌐▪☿☻ⱷfi♩⇔⁸ ≥╙≤

─ ⌐ ∂√ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ℮⁹ 

 и ─ ≤⇔≡⁸ ₁⌂ ꜠ⱬꜟ╛ ⌐№╢ ≥╙≤ ┼─

⁸ ⁸◖fi◘ꜟ♥כ◦ꜛfi⁸ ─ ⁸ ≤─ ⁸

─ ⁸ ─ ─ ⌐≈™≡ ╩ ╘⁸ ╩ ⇔

⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ 

 йἚ ⌐ ⌂ ─ ⁸ ⁸ ⱪ꜡☿☻⁸ ⱴⱠ☺ⱷfi♩⌐≈™

≡⁸ ה ╩ ⇔≡ ╩ ╘⁸ ─ ⅛╠ ≥╙≤ ┼

─ ⌂◔▪╩ ∆╢√╘─ ╩ ∆╢⁹ 

 зἚ ─  

⌐ ⌂ ─ ─ ⁸ ה ⱪ꜡☿☻╩ ┘⁸

─№╢ ≥╙┼─ ⌐⅔™≡ ⌂ ╩ ⇔⁸

⌐ ≠ↄ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 иἚ   

з к⁸ зהи≢─ ┘╩ ╕ⅎ⁸ ─ ה ⌐

⇔≡ ⌐ ╩ ╘⁸ ⌂ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

й  

⌂ ─ ─№╢ ≥╙≤ ⌐ ⇔≡⁸╟╡ ≢QOL─ ™

╩ ה ≢⅝╢╟℮⌐◔▪≤◐ꜙ▪╩ ⇔√ ⌂ ╩

∆╢ ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐ ↑√

≤⇔≡─ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ ⇔√ ≤ ⁸⅔╟┘ ≢ √

⌐ ∆╢ ╛ ╩╙≤⌐⁸ ⅛╠ ╩ ╘⁸

╩ ⇔≡⁸ ╩ ∆╢⁹ 

  ⅔╟┘ ≢ ⇔√ ╛ ╩╙≤⌐⁸ ⌐ ∆

╢ ⌐≈™≡ ⌐≤╡ ╖ ╩ ∆╢⁹ ⱪ꜡☿☻╩

╗↓≤⌐╟╡⁸ ╛ ─ ⌐ ∆╢ ╩

℮⁹ 

 

з  ─ ≤⌂╢ ⅔╟┘ ╩┤╕ⅎ⁸ ─ ≤ ה ─

well-being⅔╟┘ ה ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂ ה ─ ╩ ┬⁹

↕╠⌐ ≤ ⌐ ∆╢ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

и ה

 

─ ⌐ ⌂ ─ ┘ ⌐ ⌂ ⌂ ╩ ┬⁹

↕╠⌐⁸ ≤ ─ ⌐≈™≡ ה ה ⅜≢⅝╢

╩ ∆╢⁹ 

й

 

─ ╩ ∆╢√╘─ ⌂ ≤ ─ ╛ ה ה

≤─ ⅜≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

к  ≤⇔≡─ ה ╛⁸ ה ⅜ⱪ♇◦כ♄כꜞ─≢

≢⅝╢╟℮⌐⁸ ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╛ ╩ ∆╢⁹ 

з ה  ה ה ─ ≤ ⌐≈™≡─ ╩ ┬⁹ 

и ה

 

≢ ↕╣≡™╢ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩

⇔⁸ ⌐≈™≡─◄ⱦ♦fi☻╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ─ ≤ ה

─well-being⁸ ⅔╟┘ ─ ╛ ╩ ┘⁸

╩ ∂≡ ⌂ ╩ ∆╢⁹↕╠⌐⁸ ⌐ ⇔√

─ ╩ ⇔⁸╟╡╟™ ─ ⌐ ↑√ ╩

┬⁹ 

 Evidence-based Practice EBP ─ ╩ ⅛⇔≡⁸ ה ה ⅔╟┘

ה ─◔▪⌐ ⌂ ╩ ™ ╛ ╩ ∆╢⁹ 
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6   ☻כ◖

⅝ 

─☻כ◖  │ ⁸ ─☻כ◖ │ ≤⇔≡  

⌐╟╢ ╩ ∆╢⁹ 

↓↓≢│ ─ ─ ⁸ ┘ ⁸ ─ ─ ⁸

⁸ ─ ⅝⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ╩ ≤∆╢ │⁸ ─ ⌐⅔™≡ ─ ╩ ⌂↑╣┌

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

 

< > 

⌐ 1 ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√ ⁸╕√│ ╖─ │ 

─ ╩∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

ꜟכꜙ☺◔☻  

12 1  

∕─ ⁸ ⌐ ╢ 

⁸ ⌐ ╡⁸ ┼ ∆╢ 

 

 ┘  

 

⁸ 1 ─ 3 ╕≢⌐ ∆╢↓≤ 

  

₈  [ ] ⌐╟╢ 

HP  

        

 

≢─ ⅔╟┘  

  

2 4  

─ ☻כ◖  

 

 

─  

֘ ─ ֙  

◘▬☼  

  

⅝     

ה  ⅝ ⅝ 

40ה     × 38  

10.5ה ⱳ▬fi♩   

ה     25mm   25mm   25mm   25mm 

     │ ™╩ ™⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

 │◌♃◌♫≢⁸ ⁸ ⌐⌂∫≡™⌂™ ⌂≥│ ≤⇔≡ 

─ ╡≢ ↄ⁹ 

 ⌐ ╢ │ ≤∆╢⁹ 

֘ ─ ֙ 

  

 ─  

 ─  

 ─  

  

  

 ♦◙▬fi 
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♃כ♦  

♃כ♦   

♃כ♦  ╕≢─ ⅝ 

♃כ♦  ┼─  

 ─  

 ─  

♃כ♦   

  

♃כ♦   

♃כ♦  

ה ╩ ╗  

 

⌐⅛↑╢ ─№╢ │⁸ ╩ ⇔ ╩ √ ╩ 

∆╢⁹ 

 

 

   

        

╕≢  

  

₈  [ ]  ₉⌐╟╢ ◦☻♥ⱶ ♅▼♇

◒ כ♦ ♃ ─ │ ≢ ↑ ↑ ≡ ™ ╢ ⁹o URLₓ

http://opac.lib.twmu.ac.jp/library/ithenticate 

 

│ ≤∆╢⁹ 

ₒ ₓ  ⅝╟⌂╖   1128013   

          

 

    ⌐╟╢ ≤     

 

    ┼─                 

 

 

─  

֘ ֙ 

◘▬☼  

 

⅝   

ה ⅝ ⅝ 

40ה   × 38  

10.5ה ⱳ▬fi♩   

ה     25mm   25mm   25mm   25mm 

     │ ™╩ ™⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

 │◌♃◌♫≢⁸ ⁸ ⌐⌂∫≡™⌂™ ⌂≥│ ≤⇔≡ 

─ ╡≢ ↄ⁹ 

   

∂─ ≤⇔⁸ ─ ╩≈↑╢⁹ 

 

֘ ─ ֙ 

                               [ ] 

        (1200 )      [ ] 
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       ─ ⁸ ─  

       ─ ╩ ╗  

        

        

        

        

      

      

      

≤ ⇔ 

     │⁸ ⌐≈↑╢⁹ ─ ─ ╟╡ Ɑ⁸⇔≥☺כ ─ ─Ɑכ☺

╩ Ɑ⁹╢∆≥☺כ 

     ─ │⁸ ⌐≈↑╢⁹ ≤ ∆╢√╘⌐чшщ≤≈↑╢⁹ 

     ⇔╩≈↑╢ 

       з  

         

          

          

           ᵑ 

⁸ ┘  

     ⁸ ┘ │⁸∕╣∙╣⌐ ⁸ ⁸ 1 ⌂≥─ ╩ ⇔⁸ ╩≈

↑╢⁹ 

     ⁸ ┘ │⁸ ─ ∆╢ ⌐ ≤ ∆╢⁹ 

      

 

─  

     ─ │ ⌐ ℮⁹ 

⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⁸ ╩ ∆╢⁹ 

     │ ─▪ꜟⱨ□ⱬ♇♩ ⌐ ∆╢⁹ │ ─ ≤∆╢⁹ 

⇔⁸ │ ╕≢ ∆╢⁹ 

     │ ─ ─↔≤ↄ⌐∆╢⁹ 

         ᵑ ─ ─  

╙⇔ↄ│ ─Ɑכ☺ ─Ɑכ☺  

ᵒ ─ a. .      

b. ─  

Ɑכ☺ .  

ᵓ ─ ─ / ─   

─  

     

     1 │⁸ ⌐ ⇔√  

 

 

   

╟╡ ─ ─ ╩ ↑√ │⁸ ╩ ∆╢⁹      

   

╕≢ 

       

             β ╙♃כ♦ ∆╢↓≤ 

    1  β ╙♃כ♦ ∆╢↓≤ 
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⌐ ∆╢ ⅝ 

  ─ ⌐ ∆╢₈ ₉─  

 

─ │ⱳכ♃ꜟ◘▬♩⌐ ⁹ 
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2026 年度  東京女子医科大学大学院 看護学研究科 

修士論文 

 

 

 

研究課題名 

 

 

 

      学籍番号             氏名 

 

 

 

提出日       年     月      日 

  

 MS ◗◦♇◒ 

◘▬☼ 12 ⱳ▬fi♩ 
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з │∂╘⌐ 

 

и  

  

  

 

й  

 

 

 

к.  

 

 

л  

 

њ 3.2cm ќ 

  

◘▬☼ 10.5 ⱳ▬fi♩ 

 24  

 35  

1200  

2 Ɑכ☺  

ⱳ▬fi♩ 

 

ⱳ▬fi♩ 

ћ 

 

3cm 

 

ѝ 

њ 3.2cm ќ 

ћ 

 

3cm 

 

ѝ 
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様式修士１－１ 

修士論文研究計画書審査申請書 

 

 

 

年    月    日 

東京女子医科大学大学院 

看護学研究科長          殿  

 

 

学籍番号                          

学生氏名(自筆)                  印 

生年月日         年    月     日生 

指導教授(自筆)                  印 

  

 

 

本学学位規程にもとづき、必要書類を添えて修士論文研究計画書の審査を申請いたします。 

 

 

 

 

必要書類 

研究計画書      １ 部 

   ※電子データも提出すること 
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様式修士２‐１ 

学位（修士）申請書 

 

 

 

年      月      日 

東京女子医科大学大学院 

看護学研究科長          殿             

 

  

学籍番号                          

学生氏名(自筆)                  印 

生年月日         年    月     日生 

指導教授(自筆)                  印 

  

 

 

本学学位規程にもとづき、必要書類を添えて学位（修士）論文の審査を申請いたします。 

 

 

 

 

必要書類 

学位（修士）申請書[様式修士 2-1] １ 部 

学位（修士）論文 ２ 部 ※ 

学位論文の要旨（1200字以内） １ 部 ※ 

研究課題名に変更がある場合 

修士論文 研究課題名 変更理由書（書式自由） １ 部 

単位認定書（成績証明書） １ 部 

剽窃・盗用防止システムによる論文チェックデータ         ※ 

審査手数料 5 万円 

※は電子データも提出すること 
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7   ☻כ◖

 
 

 
< > 

1
 

 
 

    

 
 

     
   [ ]   1  

 
 

 
 

    
  

   
  

₈ - ₉⌐╟╢⁹ 
│⁸ ≤∆╢⁹ 

ₒ ₓ  ⅝╟⌂╖   1128013   
       

 
             

/☻כ◖ ☻כ◖  
                             

 
 

 
 

   
 A4  

   
 

40   38  
10.5    

    25mm   25mm   25mm   25mm 
 ™╩ ™⁸ ⌐ ∆╢⁹ 
  

 
    

 
 

 
                               [ ] 
        (1200 )      [ ] 
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      чшщ  
       
           
            
            
             
               

 
 

      1  
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様式修士１－２ 

課題研究論文 研究課題名 申請書 

 

 

 

年    月    日 

東京女子医科大学大学院 

看護学研究科長          殿  

 

 

学籍番号                          

学生氏名(自筆)                  印 

生年月日         年    月     日生 

指導教授(自筆)                  印 

 

 

 

本学学位規程にもとづき下記のとおり研究課題名を申請いたします。 

 

 

 

研究課題名 

 

 

                                                                 

 

 

※必要書類 

研究計画書 １部 

・研究計画書の提出は、人を対象とする研究を実施する場合に限る 

・電子データも提出すること 
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様式修士２‐２ 

学位（修士）申請書 

 

 

 

年      月      日 

東京女子医科大学大学院 

看護学研究科長          殿  

 

  

学籍番号                          

学生氏名(自筆)                  印 

生年月日         年    月     日生 

指導教授(自筆)                  印 

  

 

 

本学学位規程にもとづき、必要書類を添えて課題研究論文の審査を申請いたします。 

 

 

 

 

必要書類 

学位（修士）申請書[様式修士 2-2] １ 部 

課題研究論文 ２ 部 ※ 

課題研究論文の要旨（1200字以内） １ 部 ※ 

単位認定書（成績証明書） １ 部 

研究題目名の変更がある場合 

課題研究論文 研究課題名 変更理由書（様式自由） １ 部 

審査手数料 5 万円  

  ※は電子データも提出すること 
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博士後期課程（博士）  
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６ 東京女子医科大学大学院看護学研究科博士後期課程の教育理念 

 

Ⅰ．設置の趣旨 

東京女子医科大学は、吉岡彌生によって明治 33 年に創立され、「至誠」と「愛」の建学の精神

を継承し、自由と進取な校風で医学、看護学の発展のために邁進してきた。 

近年、高度情報化時代におけるわが国の保健医療情勢は、医学・医療が高度かつ急速に進歩し、

高齢・少子化が進み、人々のインフォームドコンセントを求める気風も増し、複雑な様相を呈す

る段階に至った。それゆえ、本学大学院は、国民の多様な健康問題に対応できるための高度な能

力、豊かな学識、および高度な研究能力を身につけた人材を育成することが急務であると考え

大学院看護学研究科博士後期課程の設置を目指した。すなわち、現代社会では、臓器移植、遺伝

子医学および先端生殖医療などの進歩および高度な医療技術の発展、並びに脳死、尊厳死、安楽

死や新たな方法による出産などから、複雑な人間関係のさまざまな葛藤が生じている。そのた

めに看護の領域において、高度な学識および自立して看護を探究できる能力を有し、柔軟に問

題を解決し国民の健康ニーズに貢献し、保健医療福祉の事象に先進的に対応できる卓越した看

護領域の人材を必要としている。また、さまざまな形態の医療機関、ケア施設、臨地における看

護の活動の場において、縦横かつ創造的に状況を変化させ得る高度な能力が必要とされている。

また、看護の学問を着実に向上させ、現状を打開させるために、自立して研究活動ができる研究

者の能力を必要としている。さらに、国際的な感覚を有し、学際的な研究や国際的な視野に立っ

た研究を発展させ、看護学領域における学術・研究を飛躍的に進歩させ得る事が重要である。本

大学院博士後期課程は、これらの社会からのニーズを高いレベルで満たすことができる人材を

輩出し、新しい看護学の確立をめざそうとしている。 

 

Ⅱ．教育研究上の理念・目的 

本大学院博士後期課程は、看護基礎科学（食看護学、看護管理学、看護職生涯発達学）および

実践看護学（クリティカルケア看護学・がん看護学、ウーマンズヘルス、老年看護学・エンドオ

ブライフケア学、解釈的精神看護学、地域看護学、小児看護学）の 2分野において、創立者の「至

誠と愛」の理念に基づき、看護を深く探究し、人間性を高め、自立して看護を探究できる人材を

育成する。また、高度な看護学の研究を自立して行うことができる研究者を育成する。さらに、

国際感覚を身に付け、あらゆる人々の健康に関するニーズを視野に入れ、創造的な科学的理論お

よび看護技術を提示できる研究者の育成を行うことをめざしている。 

 

教育目的 

本大学院博士後期課程は、建学の精神にのっとり、看護学に関する高度な理論および実践学を

研究し、その深奥を究めて、人々の健康に寄与すると共に、看護学を発展させ社会に貢献する卓

越した人材を育成する。 

 

修了後の資格 

所定の授業科目を履修して必要な単位を取得し、博士論文を提出して認定されたものには博士

（看護学）の学位が与えられる。 
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